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東日本大震災
復興期における
メンタルヘルス対策

特集

東日本大震災から 2年余り。被災自治体ではマンパワー不足が続き、職員たち
は依然として厳しい労働環境下に置かれている。復興期の業務は、発災直後とは
また異なるストレスを職員たちにもたらす。土地区画整理や集団移転といった業
務においては、住民間の利害調整という難しい局面に立たされる。土木工事が本
格化するなかでは技術系職員の負荷が高まる。他の自治体からの派遣職員におい
ては、孤独感や短期間で成果を上げなければならないという焦りもストレスを増
幅させる。そこで今回は、復興期における自治体職員のメンタルヘルス対策につ
いて考えてみたい。

岩
手
県
職
員
の
精
神
科
嘱
託
医
と
し
て

活
動
し
て
き
た
筆
者
は
、
東
日
本
大
震
災

に
際
し
て
県
の
要
請
を
受
け
被
災
直
後
か

ら
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
当

た
っ
て
き
た
。

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
2
0
1
1
年

6
月
か
ら
県
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら

に
12
年
度
は
沿
岸
部
・
宮
古
市
の
要
請
に

よ
り
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
の
助

成
を
受
け
て
、
同
市
職
員
対
象
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
健
診
を
実
施
し
た
。

本
稿
で
は
、
主
に
こ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
健
診
の
結
果
に
基
づ
き
、
被
災
自
治
体

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
な
お
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

名
を
特
定
で
き
な
い
と
い
う
配
慮
の
も
と

に
、
岩
手
県
及
び
宮
古
市
の
許
可
を
得
て

い
る
。

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
を

用
い
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診

筆
者
は
被
災
直
後
の
11
年
3
月
24
日

に
は
、
県
庁
各
部
署
を
職
場
巡
視
し
、
所

属
長
と
の
面
接
に
よ
っ
て
現
状
を
把
握
し

た
。
後
述
す
る「
部
署
間
時
間
差
現
象
」は
、

そ
の
際
に
す
で
に
観
察
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
最
も
困
難
を
極
め
て
い
た
部
署

は
、
支
援
物
資
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
っ

た
。
全
国
か
ら
膨
大
な
支
援
物
資
が
運
び

込
ま
れ
、
担
当
部
署
の
職
員
は
不
眠
不
休

の
対
応
を
し
て
い
た
。
一
方
で
、
大
量
の

支
援
物
資
が
盛
岡
周
辺
に
届
い
て
い
る
こ

と
を
報
道
で
知
っ
た
沿
岸
部
の
被
災
地
住

民
か
ら
は
、「
支
援
物
資
が
届
か
な
い
」

と
い
う
苦
情
の
電
話
が
殺
到
し
て
い
た
。

苦
情
を
寄
せ
る
気
持
ち
も
理
解
は
で

き
る
。
し
か
し
、
担
当
部
署
の
職
員
の
メ

総
論　

復
興
期
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
策

復
興
期
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
で
は

「
3
つ
の
時
間
差
現
象
」
に
留
意
を

岩
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ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
影
響
す
る
要
因
を
、「
努

力
―
報
酬
不
均
衡
モ
デ
ル
」
か
ら
考
え
る

と
、
仕
事
の
量
的
負
担
に
加
え
て
、
心
理

的
報
酬
も
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
＊１
。

こ
の
部
署
の
担
当
職
員
は
、
被
災
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
を
最
も
早
い
段
階
で
受
け
て
い

た
と
い
え
る
。

4
月
に
入
る
と
、
沿
岸
部
の
被
災
地

を
管
轄
す
る
4
地
区
の
庁
舎
を
訪
問
し
巡

回
指
導
し
た
。
当
時
は
、
ま
だ
庁
舎
の
入

口
に
は
被
災
者
の
安
否
情
報
が
張
り
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。

6
月
か
ら
は
、
県
職
員
を
対
象
と
し

た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
を
開
始
し
た
。

こ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
と
は
、
職
業

性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
に
よ
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
一
般
健
康
診
断
に
追
加
し
、

「
心
と
か
ら
だ
の
ト
ー
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

と
い
う
新
た
な
形
で
実
施
す
る
も
の
。
全

国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
（
全
衛
連
）
が

提
唱
し
、
岩
手
県
で
は
、
県
予
防
医
学
協

会
が
県
内
事
業
所
を
対
象
に
09
年
度
よ
り

実
施
、
筆
者
も
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る

が
、
当
県
の
実
施
者
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
（
表
1
）。
ち
な
み
に
職
業
性
ス
ト

レ
ス
簡
易
調
査
票
は
、
多
数
の
検
証
結
果

に
よ
り
、
そ
の
信
頼
性
・
妥
当
性
が
確
認

さ
れ
て
い
る
＊2
。

今
回
の
被
災
に
伴
う
自
治
体
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
結
果
、
ス
ト
レ

ス
の
影
響
は
心
と
か
ら
だ
の
両
者
に
出
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

高
ス
ト
レ
ス
者
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
、
事
後
指
導
面
接
で
話
を
う
か

が
っ
た
職
員
の
中
に
も
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
身
体
疾
患
が
多
数
確

認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な

い
が
、
労
災
認
定
に
お
い
て
も
、
精
神
障

害
（
う
つ
病
等
）
と
並
ん
で
多
く
認
定
さ

れ
て
い
る
脳
・
心
臓
疾
患
（
脳
血
管
障
害
、

虚
血
性
心
疾
患
等
）
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
ス
ト
レ
ス
性
難
聴

な
ど
の
職
員
も
お
ら
れ
た
。
職
業
性
ス
ト

レ
ス
簡
易
調
査
票
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
一
般
健
康
診
断
と
一
体
の
も
の
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

一
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
課

題
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
に
基
づ
く

事
後
指
導
面
接
の
実
施
率
が
低
い
こ
と
に

あ
る
。
黒
木
に
よ
る
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

健
診
の
全
国
で
の
実
施
集
計
＊3
で
は
、
10

年
度
ま
で
の
事
後
指
導
面
接
実
施
率
は

19
・
６
%
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
被
災
地
自
治
体
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
で
は
、
事

後
指
導
面
接
実
施
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、

労
使
の
合
意
の
下
に
、
管
理
監
督
者
が
事

後
指
導
面
接
受
診
を
勧
奨
す
る
と
い
う
方

式
を
と
っ
た
。
こ
の
方
式
に
よ
る
事
後
指

導
面
接
実
施
率
は
、
県
職
員
が
11
年
度

82
・７
%
、
12
年
度
88
・５
%
、
12
年
度
の

宮
古
市
で
は
93
・
０
%
に
上
っ
た
。

事
後
指
導
面
接
は
、
医
療
機
関
の
受

診
指
導
も
含
む
二
次
健
診
と
も
言
え
る
も

の
だ
が
、
直
接
職
員
の
話
を
聞
く
機
会
と

な
り
、
結
果
的
に
被
災
地
自
治
体
職
員
の

ス
ト
レ
ス
状
況
に
関
す
る
面
接
調
査
の
意

味
を
持
つ
も
の
と
も
な
っ
た
。

事
後
指
導
面
接
は
、
特
に
施
設
設
備

を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
、

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て
各
地
区
庁
舎
の

会
議
室
な
ど
を
使
い
巡
回
し
て
実
施
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の

結
果
か
ら
見
え
た
こ
と

■
結
果
①

　
一
般
健
診
に
追
加
す
る
形
で
高
い
受
診
率

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
の
受
診
率
は
、
岩
手
県
職

員
で
は
11
年
度
96
・
４
%
、
12
年
度
97
・

８
%
で
あ
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
を
一
般
健
康
診
断
に
追

加
す
る
と
い
う
実
施
方
式
の
た
め
受
診
率

は
高
く
、
職
員
の
状
況
を
十
分
に
反
映
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診

は
、
県
外
か
ら
の
派
遣
職
員
も
対
象
と
し

て
お
り
、
11
年
度
は
28
名
、
12
年
度
は

1
0
7
名
が
受
診
し
て
い
る
。

■
結
果
②

　
久
慈
地
区
で
高
く
な
っ
た

　
抑
う
つ
状
態
の
出
現
率

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
結
果
か
ら
、

地
区
別
の
抑
う
つ
状
態
の
出
現
率
に
差
が

釜石地区合同庁舎内にて。入り口にはまだ、安否
情報が張り出されていた（11年4月19日）

年　度 実施者数

2009 年度 2,503 名

2010 年度 6,645 名

2011 年度 17,244 名

2012 年度 25,993 名

表1　岩手県予防医学協会による
　　　メンタルヘルス健診実施者数
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外
な
結
果
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
久
慈
地
区
の
職
員
の
抑

う
つ
状
態
の
出
現
率
は
、
母
集
団
は
小
さ

い
が
、
他
地
区
の
職
員
と
比
べ
る
と
統
計

的
に
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

■
結
果
③
　
長
時
間
労
働
に
つ
い
て

11
年
度
と
12
年
度
の
、「
１
カ
月
の
時

間
外
労
働
が
80
時
間
以
上
」
の
発
生
率
を

比
較
す
る
と
、
11
年
度
の
久
慈
地
区
と
県

庁
で
は
非
常
に
高
率
で
あ
っ
た
（
図
4
）。

こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
被
災
対

応
と
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
沿
岸
北
部

を
中
心
と
し
た
復
興
業
務
が
重
な
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

被
災
地
自
治
体
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題

こ
こ
で
は
、
被
災
地
自
治
体
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
に
つ
い
て
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
デ
ー
タ
や
事
後
指

導
面
接
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
結

果
に
基
づ
き
考
察
し
た
。

■
考
察
①

　
被
災
規
模
が
小
さ
く

　
早
期
に
復
興
に
着
手
し
た
た
め
の
影
響

久
慈
地
区
に
お
い
て
、
11
年
度
に
は

低
か
っ
た
抑
う
つ
状
態
の
出
現
率
が
、
12

年
度
に
お
い
て
高
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
？

久
慈
管
内
は
他
の
沿
岸
地
域
と
比
べ
て

被
災
規
模
が
小
さ
か
っ
た
た
め
復
興
計
画

が
早
く
か
ら
策
定
さ
れ
、
11
年
11
月
初
旬

に
は
全
市
町
村
で
復
興
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
久
慈
地
区
で
は
、
復

興
業
務
が
11
年
度
に
お
い
て
も
す
で
に
急

激
に
増
え
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
図
4
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
職
員
の
長
時
間
労
働
も

11
年
度
に
お
い
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

図
1
の
よ
う
に
、
11
年
度
は
、
主
な

被
災
地
で
あ
る
宮
古
、
釜
石
、
大
船
渡
地

区
に
お
け
る
県
職
員
の
抑
う
つ
状
態
の
出

現
率
が
高
か
っ
た
。
図
2
も
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

こ
の
3
地
区
職
員
の
抑
う
つ
状
態
の

出
現
率
は
、
他
地
区
の
職
員
と
比
べ
る
と
、

統
計
的
に
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
図
3
の
沿
岸
部
地
区
別

被
災
状
況
を
反
映
し
て
お
り
、
被
害
が
大

き
か
っ
た
地
区
で
は
、
3
月
11
日
か
ら
の

被
災
直
後
の
対
応
に
よ
る
比
較
的
急
性
の

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
影
響
が
、
6
月
に
は
出

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
12
年
度
の
抑
う
つ
状
態
の
出

現
率
に
つ
い
て
見
る
と
、
久
慈
地
区
が

9
・
4
%
と
も
っ
と
も
高
か
っ
た
（
図
1
）。

久
慈
地
区
は
、
他
の
沿
岸
3
地
区
と
比
べ

れ
ば
被
災
規
模
が
比
較
的
小
さ
い
（
図

3
）。
ま
た
11
年
度
に
は
抑
う
つ
状
態
が

３
・
７
%
と
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
意

■久慈地区
・洋野町
・久慈市
・野田町
・普代村

■宮古地区
・田野畑村
・岩泉町
・宮古市
・山田町

■釜石地区
・大槌町
・釜石市

■大船渡地区
・住田町
・大船渡市
・陸前高田市

図2　岩手県の被災地

岩手県沿岸部

南
の
被
害
が
大
き
い

本庁 県央 中部 奥州 一関 大船渡 釜石 宮古 久慈 二戸

5.8 6.0
5.4

4.1 4.1

5.0

4.0 3.9

4.8

3.8

6.3
5.6 5.8

6.6
7.2

4.1
3.7

9.4

4.8

6.1

＝2011 年度 ＝2012 年度

図1　2011年度および12年度の抑うつ状態出現率（％）
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抑
う
つ
状
態
は
、
過
重
労
働
の
直
後

に
出
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

努
力
を
重
ね
た
後
の
結
果
と
し
て
現
れ
る

可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
久
慈
地

区
に
お
い
て
は
タ
イ
ム
ラ
グ
を
経
て
、
12

年
度
に
お
い
て
抑
う
つ
状
態
の
職
員
が
増

加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
長
時

間
労
働
の
割
合
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
、

改
善
さ
れ
て
は
い
る
が
12
年
度
も
比
較
的

多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

久
慈
地
区
の
職
員
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
健
診
の
事
後
指
導
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
結
果
、
12
年
度
に
お
い
て
は
、
特
に
担

当
部
署
に
よ
る
職
員
の
残
業
の
差
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
久
慈
地
区
全
体
の
平
均
的
な
長
時
間

労
働
の
割
合
は
改
善
し
て
い
る
が
、
部
署

に
よ
っ
て
は
む
し
ろ
残
業
が
増
え
て
い
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
部
署
間
の
差
も

12
年
度
の
抑
う
つ
状
態
の
増
加
に
影
響
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

■
考
察
②

　
派
遣
職
員
な
ど
の
赴
任
1
年
目
職
員
の
増
加

震
災
復
興
に
関
す
る
自
治
体
職
員
の

課
題
の
一
つ
に
、
赴
任
1
年
目
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
挙
げ
ら
れ
る
。

赴
任
1
年
目
職
員
と
は
、
通
常
の
新

入
職
員
に
加
え
て
、
県
庁
内
の
異
動
に
よ

る
1
年
目
職
員
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
派

遣
職
員
や
任
期
付
き
職
員
等
の
新
任
職
員

も
含
ま
れ
る
。
被
災
地
で
は
復
興
事
業
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
12
年
度
に
職

場
全
体
と
し
て
大
幅
な
人
員
増
を
行
っ
て

い
る
（
図
5
）。
そ
の
結
果
、
久
慈
地
区

に
つ
い
て
は
赴
任
1
年
目
の
職
員
が
全
職

員
の
4
分
の
1
に
も
及
ん
で
い
る
。

■
考
察
③

　
震
災
で
顕
在
化
し
た

　「
リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
」

健
診
事
後
指
導
面
接
の
結
果
か
ら
、
こ

れ
ら
赴
任
1
年
目
職
員
の
課
題
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

派
遣
職
員
や
任
期
付
き
職
員
等
も
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
赴
任
1
年
目
職

員
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
2
に
あ
る
よ
う
に
、

抑
う
つ
状
態
や
高
ス
ト
レ
ス
状
態
等
に
よ

る
事
後
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
割
合
も
高

か
っ
た
。

赴
任
1
年
目
の
職
員
に
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
い
場
合
と
低
い
場
合
が
あ
る
。

多
く
の
方
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、

「
短
期
間
で
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
ろ

う
」
と
意
気
込
ん
で
赴
任
し
て
来
ら
れ
る
。

職
場
に
隣
接
し
た
仮
設
公
舎
に
居
住

し
、
休
日
も
業
務
に
当
た
っ
て
し
ま
い
が

ち
な
方
も
お
ら
れ
る
。
一
方
、
被
災
地
職

員
は
疲
れ
て
お
り
、
ま
た
長
期
間
の
復
興

業
務
を
想
定
し
た
ペ
ー
ス
で
業
務
に
当

た
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
両
者
の
間
に

復
興
業
務
に
関
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
覚
の
ズ

レ
が
生
じ
る
。
被
災
地
住
民
の
反
応
も
、
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1 年目以外 1 年目職員 

全職員数 629 193

対象者数 58 27

割　合 9.2％ 14.0％

も
通
常
よ
り
高
い
た
め
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
例
が
増
え
て

い
た
。
さ
ら
に
、
復
興
期
に
は
周
囲
の
職

員
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
対
比
が

際
立
つ
た
め
、
そ
の
職
場
に
自
分
が
適
し

て
い
る
と
思
え
な
い
職
員
は
、
よ
り
辛
い

状
態
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
赴
任
1
年
目
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
平
常
時
と
比
べ
て

複
数
の
課
題
が
重
な
っ
て
い
る
状
態
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。

新
任
者
の
課
題
は
こ
れ
ま
で
も
、
新

入
社
員
の
早
期
離
職
と
の
関
わ
り
と
し
て

注
目
さ
れ
て
き
た
。
小
川
は
こ
の
よ
う
な

就
職
や
異
動
、
昇
進
に
起
因
す
る
職
務
や

職
場
へ
の
否
定
的
感
情
を「
リ
ア
リ
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ク
」
と
名
付
け
、
そ
の
対
策
と
し

て
職
場
側
に
よ
る
「
現
実
的
な
職
務
情
報

の
事
前
提
供
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
＊4
。
つ
ま
り
、
こ
の
課
題
は
平
常
時
で

も
起
こ
り
得
る
こ
と
が
被
災
に
よ
っ
て
拡

大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
対
策
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
）。
加
え
て
、
こ
れ
は

新
任
者
に
限
ら
な
い
が
、
震
災
以
前
か
ら

行
政
組
織
の
変
革
が
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と

の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
変
化

に
、
震
災
対
応
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
過
重

労
働
が
重
複
し
て
複
雑
な
ス
ト
レ
ス
要
因

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
考
察
④
　「
3
つ
の
時
間
差
現
象
」

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、「
3
つ
の
時

間
差
現
象
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

1
　�

復
興
到
達
時
期
の

　
　「
地
域
時
間
差
現
象
」

復
興
が
時
間
差
を
も
っ
て
到
達
す
る

た
め
、以
下
の
2
つ
の
「
時
間
差
現
象
」
が
、

地
域
に
よ
り
時
間
差
を
も
っ
て
現
れ
る
こ

と
。
上
述
し
た
よ
う
に
岩
手
県
で
は
久
慈

地
区
で
最
初
に
現
れ
た
が
、
今
後
、
沿
岸

他
地
区
へ
の
波
及
が
懸
念
さ
れ
る
。

2
　
復
興
期
の
「
部
署
間
時
間
差
現
象
」�

被
災
対
応
に
お
い
て
は
、
部
署
間
の

多
忙
・
過
重
労
働
が
時
間
差
で
到
達
す
る
。

た
と
え
ば
、
復
興
に
伴
う
建
設
業
務
に
関

し
て
は
、
用
地
買
収
→
設
計
→
建
設
の
順

に
各
部
署
に
到
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
多
忙
時
期
が
ず
れ
る
結
果
、
他
部
署

の
状
態
を
把
握
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
努
力
が
な
さ
れ
な
い
と
、
地
区
庁
舎

の
職
員
全
体
の
横
断
的
な
連
帯
感
が
薄
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

3
　
被
災
地
へ
の
「
赴
任
時
間
差
現
象
」

上
述
の
よ
う
に
、
派
遣
・
任
期
付
き

職
員
や
異
動
1
年
目
の
職
員
等
の
新
任
職

員
と
、
被
災
直
後
か
ら
活
動
を
続
け
て
き

た
被
災
地
住
民
や
被
災
地
職
員
と
の
間
で

の
意
識
の
差
は
大
き
い
。
そ
の
意
識
の
ズ

レ
が
ス
ト
レ
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
感
謝
さ
れ
る
」
と
い
う
事
前
の
予
想
と

は
異
な
る
場
合
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
復
興
建
設
事
業
の
最
初
の
関

門
と
な
る
用
地
買
収
に
関
わ
る
業
務
は
、

被
災
地
住
民
と
の
直
接
的
な
接
触
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
。
特
に
、
地
域
で
の

人
間
関
係
が
な
い
派
遣
職
員
は
、
建
設
事

業
の
専
門
家
で
あ
っ
て
も
困
難
を
感
じ
る

こ
と
が
多
く
、
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

震
災
対
応
に
よ
っ
て
組
織
が
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
の
影
響
も
大
き
い
。
新
た

に
開
設
さ
れ
た
部
署
は
、
役
割
が
明
確
に

な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ

る
。
混
乱
の
中
で
自
治
体
本
来
の
明
確
な

業
務
分
担
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ

こ
へ
異
動
し
た
職
員
は
ス
ト
レ
ス
が
大
き

か
っ
た
。
特
に
、
几
帳
面
で
秩
序
を
重
ん

じ
る
う
つ
病
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
方
に

と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
は
辛
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
日
常
の
規
則
正
し
い
業
務

で
あ
れ
ば
立
派
に
こ
な
し
て
こ
ら
れ
た
方

が
、
復
興
対
策
の
新
設
部
門
に
配
置
さ
れ

て
「
漠
然
と
し
て
い
て
、
何
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
て

忙
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
不
安
感
を
漏
ら

し
て
お
ら
れ
た
。

一
方
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
場

合
と
は
、
予
想
外
の
赴
任
で
あ
っ
た
り
、

適
材
適
所
で
な
い
と
感
じ
て
い
た
り
と
い

う
、
希
望
し
な
い
異
動
で
あ
る
場
合
が
多

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
異
動
は
平
常
時
で

も
起
こ
り
得
る
。
し
か
し
、
被
災
地
で
は

表 2　沿岸部1年目職員の事後指導対象者数

注） 事後指導対象者数とは、抑うつ状態と高スト
レス状態及び長時間労働者の合計数

異
動
者
の
全
体
数
が
多
く
、
仕
事
の
負
荷庁舎に隣接した仮設公舎。
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ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
の

時
間
差
現
象
へ
の
対
応

こ
こ
で
は
、
08
年
に
策
定
さ
れ
た
「
労

働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の

指
針
」
に
お
け
る
4
つ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
基
づ
い
て
、
ス
ト
レ
ス
対
策
に

つ
い
て
述
べ
る
＊5
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
対
策
が
基
本
で

あ
る
。

■
対
応
①
　
セ
ル
フ
ケ
ア

通
常
時
以
上
に
必
要
な
休
養
を
と
る

こ
と
や
気
分
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
被
災
当
初
は
、
自
治
体
職
員
や
地

域
住
民
の
一
体
感
が
あ
り
、
休
養
に
も
、

そ
の
必
要
性
が
強
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
。
む
し

ろ
、
復
興
期
に
入
っ
て
か
ら
は
地
域
住
民

か
ら
の
期
待
が
強
く
、「
休
め
な
い
」
状

況
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

そ
の
際
、
自
ら
の
ス
ト
レ
ス
症
状
に

注
意
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
上

述
の
と
お
り
、
ス
ト
レ
ス
の
影
響
は
当
初
、

身
体
症
状
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。

肩
こ
り
、
腰
痛
、
口
内
炎
、
倦
怠
感
、
頭

痛
、
頭
が
重
い
、
腹
痛
、
胃
の
も
た
れ
、

食
欲
不
振
、
下
痢
、
め
ま
い
、
睡
眠
障
害

（
朝
す
っ
き
り
と
起
き
ら
れ
な
い
）
な
ど

に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ス
ト
レ

ス
を
重
ね
て
う
つ
病
に
ま
で
至
る
方
は
、

こ
れ
ら
に
気
づ
か
な
い
か
、
我
慢
す
る
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。
周
囲
が
気
づ
い
て
休

養
を
勧
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

■
対
応
②
　
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ
ア

職
場
の
上
司
は
、
通
常
時
以
上
に
職

員
の
ス
ト
レ
ス
症
状
に
気
を
配
り
、
休
養

や
気
分
転
換
を
勧
め
る
こ
と
が
ま
ず
必
要

で
あ
る
。
特
に
派
遣
職
員
は
、
気
分
転
換

を
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
実
家
へ
の
帰

省
を
促
進
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

望
ま
し
い
試
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
上
述
し
た
時
間
差
現
象
へ

の
予
防
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、

「
部
署
間
時
間
差
現
象
」
に
対
し
て
は
、

庁
舎
全
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
発
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え

ば
「
隣
の
部
署
で
飲
み
会
を
し
た
と
聞
い

て
、
自
分
で
も
変
だ
と
思
い
な
が
ら
も
腹

が
立
っ
た
」
と
い
う
通
常
で
は
な
い
よ
う

な
話
も
、
多
忙
の
た
め
懇
親
会
も
開
け
な

い
よ
う
な
部
署
の
職
員
か
ら
は
聞
か
れ
た
。

「
赴
任
時
間
差
現
象
」
に
つ
い
て
は
、

派
遣
職
員
も
含
め
た
新
任
職
員
を
対
象
と

し
た
被
災
地
の
情
報
、
特
に
被
災
住
民
や

被
災
地
職
員
の
心
理
状
態
等
を
事
前
に
提

供
す
る
た
め
の
研
修
を
企
画
す
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

職
員
の
役
割
の
整
理
と
明
確
化
が
求
め
ら
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モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い
異
動
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
適
材
適
所
の
人
材
配
置

に
も
通
常
時
以
上
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

■
対
応
③

　
事
業
場
内

　
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ケ
ア

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
実
施
に
関
す
る
企
画
立

案
、
事
業
場
外
資
源
と
の
連
絡
な
ど
の
役

割
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た

内
容
は
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
取
り
組

み
と
し
て
必
要
な
内
容
で
も
あ
る
。

■
対
応
④
　
事
業
場
外
資
源
と
の
協
力

本
稿
で
紹
介
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

健
診
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
日
本

精
神
科
病
院
協
会
岩
手
県
支
部
を
通
し
て
、

精
神
科
医
療
機
関
へ
協
力
要
請
し
た
。

そ
れ
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
で

治
療
が
必
要
と
な
っ
た
方
の
紹
介
先
確
保

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
精
神
科
医
療
機
関

と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

臨
床
家
の
立
場
か
ら
見
た
地
域
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
を
得
る
、
と
い

う
面
で
も
有
益
で
あ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊

早
く
に
復
興
期
に
入
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
面
で
配
慮
が
必
要
と
な
る
職
員
が

増
加
し
て
い
る
久
慈
地
区
の
状
況
は
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
復
興
に
取
り
組
む
、
沿
岸

他
地
区
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
の
教
訓

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。　

岩
手
県
立
大
学 

社
会
福
祉
学
部

福
祉
臨
床
学
科 

教
授
　
青
木 

慎
一
郎

（
あ
お
き
　
し
ん
い
ち
ろ
う
）

1
9
7
7
年
、
弘
前
大
学
医
学
部
卒
業
、

同
年
、
弘
前
大
学
神
経
精
神
医
学
講
座
医

員
。
94
年
、
岩
手
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
社
会
科
学
専
攻
修
了
。
日
本

社
会
事
業
大
学
社
会
事
業
研
究
所
派
遣
研

究
員
な
ど
を
経
て
2
0
0
3
年
よ
り
現
職
。

岩
手
県
職
員
精
神
科
嘱
託
医
、
岩
手
産
業

保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
特
別
相
談
員
、
岩
手

県
予
防
医
学
協
会
・
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
調
査
委
員
会
委
員
。
学
位
：
博
士（
医

学
）
修
士
（
学
術
）。
認
定
産
業
医
、
労

働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。


